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An Attempt to construct the scale of concordant experience and to typify them
Izumi Miyama
Insight and empathy are important concepts in clinical psychology. Insight is an ability that allows 
better understanding of the inconsistencies and contradictions found in the self. Empathy allows one to go 
beyond the differences and discrepancies with the other, and to understand the other. Both have in common 
movement from discordance to concordance. The purpose of this study was to construct a Scale of 
Concordant Experience, that is a scale to measure to what extent the sense of concordance is experienced. 
University students were asked to recall past experiences in which they felt they had mutual understanding 
with another person. Four factors were defined and measured: “a sense of surprise”, “a sense of 
transformation”, “a sense of individuality”, “a sense of concordance”. The 250 subjects were divided into 
4 groups on the basis of factor clustering. In two of the groups, one of the factors, either “sense of 
surprise” or “sense of individuality” was noticeably weaker than the other three. It suggested that these 
two factors have an important influence on the quality of concordant experience. 


























































（1967）は Cl が Th の反応を，“自分の現象的世界












例外的に “一致感 ” が否定的に，“不一致感 ” が促
進的に作用する例も見出しており，“一致感 ” と 
“不一致感 ” の質的な検討の必要性が示されてい






論じている。氏原（2009）も “思考的共感 ” と呼
ぶ主体と分離する認識機能を重視している。同様
に，橋本・角田（1992）は “個別性次元 ” を，角
田（1994）は “共有不全経験 ” の認識の重要性を








　Rogers は “ 一 致（congruence）” と “ 不 一 致
（incongruence）” を個人内に関する概念として
提示している。 水島ら（1967） が注目した “一
致感 ”，“不一致感 ” は個人間の概念である。筆
者は個人内と個人間の両水準を含む体験様式





















　また，成田（1999）は共感を自他が “通底 ” す
－2－
る体験と表現し，体験に対峙する際の Cl と Th の
対等性を指摘している。 内省に関しても藤山
（1999）はその習熟性について Th の優位を否定




ら再編成されるためには “意外性の体験 ” を強調
している。つまり，Th と Cl の一方に優位がある
のではなく，双方の意図や操作を越える受動性に
こ そ 意 味 が あ る の で あ る（池 見， 1995； 藤
山， 1999；氏原， 2009）。
　Cl の自己理解や統合性は Th からの共感によっ
て促進される（袰岩， 2004）。 しかし， それは
Cl 側だけに限られた過程でなく，Th 側にも同様
の過程が潜在的に展開する。Th は Cl との関わり
から類似の感覚や感情を喚起され，Th 自身の中
で一致が起きていると考える。そして，Cl，Th






































己の根拠への問い ” や “自己の独一性の自覚 ”，
“主我と客我の分離 ”，“独我論的懐疑 ” を，天谷
（1998；1999；2001；2002；2003；2004；2005）









る体験である（James， 1902 桝田訳 1969； 岸
本， 1961； 松本， 1979）。 他に Jung が神話学か
ら注目した “死と再生 ” のモチーフや至高体験
（peak experience），ア ハ ー 体 験（aha-experience）
に も 同 様 の 体 験 様 式 が 認 め ら れ る。Rogers











































































の “自己帰属感 ”，“感情実感 ” を参考にして 2 項
目を作成した。⒢個別性感：高石（1989）の “独





















に 注 目 し，Connected-Self Scale・Separated-Self 
Scale（31 項目， 4 件法， 以下 CS 尺度とする）を
作成した。下位尺度には C1：他者欲求への敏感
さとその充足の優先（9 項目），C2：社会的能動
性（4 項目），C3： 共感・ 融合能力（6 項目） の











































手 と の「一 致（concordance）」，「ず れ（不 一 致，

























一致感（6 項目）， 第Ⅲ因子： 関係変容感（3 項
目），第Ⅳ因子：意外感（2 項目），第Ⅴ因子：個
別性感（2 項目） と名付けた（Table 2）。 なお，
第Ⅳ，Ⅴ因子は2項目で因子を構成するには少な





（Table 2）。GP 分析（各 25%）では各因子の全項
目で 0.1％水準の有意差が認められた。IR 相関分
析では第Ⅰ因子：自己賦活感は r ＝ .551 ～ .650，
第Ⅱ因子：一致感は r ＝ .374 ～ .539，第Ⅲ因子：










　5 因 子 か ら な る（仮 称） 一 致 体 験 尺 度（the 
Scale of Concordant Experience， 19 項目）により，
「一致体験」の主だった因子の絞り込みが行えた。
第Ⅰ因子：自己賦活感は⒜主体変容感（2項目），

































（the Scale of Concordant Experience）の項目内容と
項　目
因　子
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
第Ⅰ因子：自己賦活感（6項目，α=.814）
（10） その体験は私にとって意味深い体験に感じられた。 .823 -.082 -.072 .074 -.001
（9）  その体験は私にとって新しい気づきや発見があり，大切なものを得る出来事だった。 .757 -.080 -.016 -.029 -.059
（1） 私はその体験をして「それ以前の私とは変わった」と思った。 .703 -.077 .017 -.003 -.034
（2） 「私」というものがその体験から急に変化した。 .588 -.057 .149 -.005 -.052
（7） それは私にとって鮮明な体験だった。 .557 .159 .003 .090 .014
（8）  私はそれを感情や思考，身体などで全身で生き生きと体験した。 .465 .274 .020 -.132 .106
第Ⅱ因子：一致感（6項目，α=.724）
（17） その体験において私は，相手の反応に対して親近感を持った。 -.108 .744 -.027 .017 -.060
（18） その体験において私と相手は，かなり一致していた。 -.185 .664 .154 -.036 .000
（16） その体験で私と相手はズレていた。* .012 -.592 .094 -.097 .247
（6） その体験において私は喜びを感じた。 .225 .535 -.055 -.080 .092
（11） その体験において私は，自分の実感のままに自然に振る舞えた。 .057 .441 -.040 .016 .131
（12） 私は相手に対して自分のあるがままの気持ちを安心して話せた。 .070 .356 .085 .034 .114
第Ⅲ因子：関係変容感（3項目，α=.738）
（3） 相手がその時から急に変ったと感じた。 -.056 -.016 .787 .011 -.026
（4） その体験以降，相手への見方が変わった。 .101 -.030 .655 .048 -.037
（19）私と相手の関係はその時から急に変ったと感じた。 .038 .065 .624 -.021 .038
第Ⅳ因子：意外感（2項目，α=.753）
（21） その体験は私にとって，ふいに起こった思いがけない出来事だった。 .036 .063 -.006 .839 -.035
（22） そのような体験が起こることは，ほとんど予測していなかった。 .008 -.029 .040 .783 .089
第Ⅴ因子：個別性感（2項目，α=.790）
（13） その体験で「私は私でしかありえない」と思った。 -.104 .001 -.054 .106 .888
（14） 私はその体験で，他の誰とも違う独自の存在なのだと感じた。 .035 -.067 .033 -.067 .728
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ ― .435 .480 .028 .387
Ⅱ ― .368 -.030 .295





































た（Table 4）。調査協力者に 5 件法で回答を求め
た。
　2．Inclusion of Other in the Self Scale Aron, 
Aron, & Smollon（1992）は二つの円の重なる程度
で親密性を表す Inclusion of Other in the Self Scale




















C 尺度 C1 C2 C3 S 尺度 S1 S2 S3
第Ⅰ因子：自己賦活感 .279 ** .209 ** .217 ** .194 **
第Ⅱ因子：一　致　感 .157 * .155 * .171 **
第Ⅲ因子：関係変容感
第Ⅳ因子：意　外　感
第Ⅴ因子：個 別 性 感 .187 ** .189 ** .250 **
**：.01 水準，*：.05 水準
C 尺度：一体性尺度（19 項目 , α =.801）
　C1： 他者欲求への敏感さとその充足の優先（7 項目 , α =.769）
　C2：社会的能動性（4 項目 , α =.730）
　C3：共感・融合能力（6 項目 , α =.641）
S 尺度：分離性尺度（12 項目 , α =.777）
　S1：自己主張の強さ（5 項目 , α =.711）
　S2：他者・状況からの分離性（5 項目 , α =.699）
















尺度（the Scale of Concordant Experience）を作成
した。各因子は項目内容から第Ⅰ因子：意外感
（4 項目， a sense of surprise），第Ⅱ因子：変容感
（5項目， a sense of transformation），第Ⅲ因子：個
別性感（3 項目， a sense of individuality），第Ⅳ因
子：一致感（4項目， a sense of concordance）と名









































　信頼性の検討 各因子の cronbach のα係数か
ら，ある程度の内的整合性を得られた（Table 5）。
GP 分析（各 25％）では全項目で 0.1％水準の有
意差が認められた。IR 相関分析も第Ⅰ因子：意
外感はr＝.721～.793，第Ⅱ因子：変容感はr＝.475
～ .739， 第Ⅲ因子： 個別性感は r ＝ .671 ～ .750，






Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第Ⅰ因子：意外感（4項目，α=.886）
（11） その体験は私にとって意外な出来事だった。 .899 .044 -.001 -.109
（6） その体験は私にとって，思いもかけない出来事だった。 .844 -.064 -.021 .056
（24） そのような体験が起こることは，全く予測していなかった。 .786 .001 .030 -.034
（26） そのような体験をしたことは私にとっては驚きだった。 .727 .032 -.001 .083
第Ⅱ因子：変容感（5項目，α=.818）
（22） その体験以降，相手との関わり方が変化した。 -.055 .936 -.042 -.056
（13） 私と相手の関係はその時から変わった。 .003 .781 .022 .034
（19） その体験以降，相手への見方が変わった。 .049 .762 -.005 -.055
（17） 「私」というものがその体験から変化した。 -.002 .428 .135 .088
（1） その体験を通して私は変わった。 .061 .351 -.066 .258
第Ⅲ因子：個別性感（3項目，α=.847）
（20） その体験で「自分は自分なのだ」としみじみ実感した。 -.038 .020 .869 -.005
（23） 私はその体験で，他の誰とも違う独自の存在なのだと感じた。 .016 -.009 .842 -.051
（14） その体験で「私は私でしかありえない」と感じた。 .032 -.001 .705 .054
第Ⅳ因子：一致感（4項目，α=.695）
（12） その体験で私は自分の実感のままにいられた。 .051 -.083 .006 .727
（9） 私はそれを感情や思考，身体など全身で生き生きと体験した。 -.084 -.006 -.032 .639
（21） 私は自分のあるがままの気持ちを相手に安心して表わせた。 -.009 .044 .092 .576
（16） その体験において私と相手は，かなり一致していた。 .027 .092 -.048 .474
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ― .417 .265 .373
































































Scale of Concordant Experience）の4 因子の平均値
を変数としてクラスター分析（Ward法，平方ユー
クリッド距離） を行い，2 ～6 群に類型化した。
その特徴が最も顕著に現れ，且つ解釈可能性から
最終的には A 群（63 名），B 群（77 名），C 群（79
名），D群（31名）の4群化を採用した（Figure 1）。
IOS尺度 C尺度 C1 C2 C3 S尺度 S1 S2 S3
第Ⅰ因子：意　外　感
第Ⅱ因子：変　容　感 .277 ** .330 ** .288 ** .180 ** .270 **
第Ⅲ因子：個 別 性 感 .198 ** .186 ** .204 ** .129 * .139 *





















　一 致 体 験 尺 度（the Scale of Concordant 
Experience） 4 因子からなる一致体験尺度（the 
Scale of Concordant Experience， 16項目）が作成さ
れた。 変容感（a sense of transformation） と一致
感（a sense of concordance）は予備調査に比べて，
より集約した内容になった。意外感（a sense of 
surprise）と個別性感（a sense of individuality）は
本調査によって補充される結果となった。































熊倉（2006）の “意外性の体験 ” の指摘に加えて，
Rogersは “一致性（congruence）” の瞬間を “hit me” 
と表現し，主体の予想を超えることを強調してい























A群（63名） B群（77名） C群（79名） D群（31名） 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1994）は “共有不全経験 ” の認識から共感性の成
熟性を検討している。本研究の個別性感は自他と
の一致感との相関も得られており，角田（1994）
の “両向型 ” との類似性が考えられる。つまり，
肯定的で成熟性の高い個別性感が得られたと考え
る。






ては意外感（a sense of surprise） によって，「ず
れ（不一致，discordance）」の認識に関しては個
別性感（a sense of individuality）によって確認さ
れた（目的 1）。 しかし，「一致体験（concordant 






　体験様態 B 群（77 名）は一致体験尺度（the 





















　次に A 群（63 名） は意外感が B 群と同等に
高く，変容感と一致感も B 群に次いで高い。し
かし， 個別性感が D 群の次に低く， 自らの個
別性の実感は乏しい群である。 他者との「一
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